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新
年
あ
い
さ
つ

那
須
塩
原
市
長

栗
川

仁

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

本
市
は
、
１
月
１
日
、
誕
生
か
ら
５

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

皆
さ
ま
に
は
、
本
市
誕
生
以
来
今
日

ま
で
市
政
運
営
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
４
年
間
は
、
本
市
に
と

っ
て
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
礎
形
成
の

期
間
で
あ
り
ま
し
た
。

誕
生
初
年
度
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る「
那
須
塩
原
市
総
合
計
画
」

の
作
成
に
市
民
の
皆
さ
ま
と
、
協
働
で

取
り
組
み
、
平
成
１９
年
春
に
ま
と
ま
り

ま
す
と
、
同
年
度
か
ら
将
来
都
市
像
の

「
人
と
自
然
が
ふ
れ
あ
う
や
す
ら
ぎ
の

ま
ち
」
を
目
指
し
、
そ
の
計
画
実
現
に

向
け
た
各
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
、
常
に
、
行
政
の

主
体
は
市
民
の
皆
さ
ま
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
ず
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
目
線
に
立

ち
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
コ
ス
ト

意
識
を
持
ち
、
開
か
れ
た
市
政
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

毎
年
夏
季
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

声
を
市
政
に
活
か
す
べ
く
市
政
懇
談
会

を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
声

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
市
内
を
１５
地
区
に
分
け
て
組

織
化
い
た
し
ま
し
た
、
車
座
談
議
に
も

多
く
の
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
各
事
業
に
真
摯
に
取
り
組
ま
れ

て
お
ら
れ
る
こ
と
、
重
ね
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行

政
の
効
率
化
の
た
め
、
昨
年
度
に
は
大

幅
な
組
織
機
構
の
見
直
し
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
行
政
経
営
の
健
全
化

を
図
る
た
め
、
す
べ
て
の
職
員
が
危
機

意
識
を
持
っ
て
、
市
政
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
現
在
の
国
政
や
経
済
は
時
代

の
大
き
な
変
化
の
中
で
不
透
明
感
を
拭

え
ず
、
不
安
定
な
状
況
に
置
か
れ
て
お

り
、
そ
れ
が
地
方
に
も
影
響
し
、
非
常

に
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
や
核
家

族
化
、
団
塊
世
代
労
働
者
の
退
職
な
ど

に
よ
り
社
会
構
造
は
著
し
く
変
化
し
、
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新
た
な
社
会
問
題
の
要
因
と
な
る
と
と

も
に
、
個
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
環
境

に
併
せ
て
行
政
へ
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化

し
て
お
り
ま
す
。

地
方
行
政
は
、
そ
れ
ら
へ
の
早
急
な

対
応
と
と
も
に
、
増
加
傾
向
に
あ
る
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
対
策
を
は

じ
め
と
す
る
福
祉
や
防
犯
、
防
災
、
環

境
、
教
育
な
ど
、
山
積
す
る
課
題
の
解

決
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
あ
っ
て
は

本
年
春
に
は
黒
磯
・
板
室
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
が
開
設
い
た
し
ま
す
。
昨
年
、

相
次
い
で
オ
ー
プ
ン
し
た
大
規
模
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
を
は
じ
め
と
し
た
大

規
模
な
商
業
施
設
と
併
せ
て
、
新
た
な

市
街
地
形
成
と
交
通
網
の
発
展
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
第
二
期
ご
み
処
理
施
設
や

西
那
須
野
地
区
中
心
市
街
地
活
性
化
推

進
事
業
の
施
設
は
供
用
開
始
し
、
西
那

須
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に

よ
る
西
那
須
野
駅
西
口
広
場
や
中
央
通

り
な
ど
の
整
備
、
那
珂
川
河
畔
運
動
公

園
プ
ー
ル
施
設
の
整
備
は
完
了
に
向
か

っ
て
お
り
ま
す
。

新
市
街
地
形
成
と
な
る
那
須
塩
原
駅

西
口
周
辺
整
備
の
那
須
塩
原
駅
北
土
地

区
画
整
理
事
業
や
、
３
・
４
・
１
本
郷

通
り
を
は
じ
め
主
要
道
路
の
整
備
、
青

木
サ
ッ
カ
ー
場
整
備
な
ど
も
完
成
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
の
で
、
本

市
に
あ
っ
て
は
活
性
化
が
大
き
く
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
環
境
保
全
面
で
は
全
国
的
な

問
題
と
な
っ
て
い
る「
ご
み
減
量
化
」に
、

本
市
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
い

た
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
学
校
施
設
な
ど

の
耐
震
化
対
策
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

化
に
向
け
た
難
視
聴
区
域
解
消
、
安
定

し
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
能
確
保
、
昨
年

各
地
で
突
然
発
生
し
た「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」

に
対
す
る
防
災
対
策
な
ど
、
市
民
生
活

に
不
可
欠
と
さ
れ
る
緊
急
課
題
へ
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
平
成
２１
年
度
は
、
市
政

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や
市
民
の
ニ

ー
ズ
、
直
面
す
る
緊
急
課
題
に
的
確
か

つ
迅
速
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
行
政
経

営
を
目
指
し
、
限
り
あ
る
財
源
の
中
で
、

事
業
の
重
点
化
と
効
率
的
な
予
算
執
行

に
努
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
と
住
民
満
足

度
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
隗
（
か
い
）
よ
り
始
め
よ
」
と
い
う

中
国
の
故
事
（
出
典
戦
国
策
）
が
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
の
教
を
訓
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
愛
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

３３



学
校
紹
介
―
―
―
―
―
―
―

「
校
庭
の
真
ん
中
に
立
っ
て
校

舎
を
見
る
と
、
そ
の
背
後
に
山
が

ぐ
っ
と
せ
ま
っ
て
、
春
夏
秋
冬
こ

の
山
の
変
化
が
素
晴
ら
し
い
。
見

飽
き
な
い
。
新
緑
は
山
麓
か
ら
、

紅
葉
は
山
頂
か
ら
、
そ
し
て
冬
の

厳
し
い
感
じ
…
」
と
３０
年
誌
に
書

か
れ
て
い
る
。

こ
ん
な
風
光
明
媚
な
箭
坪
の
地

に
４
つ
の
小
学
校
（
高
林
小
、
穴

沢
小
、
戸
田
小
、
青
木
小
）
を
卒

業
し
た
１
５
１
人
の
生
徒
が
、

「
み
っ
ち
り
学
習
に
取
り
組
め
る

生
徒
」、「
み
っ
ち
り
部
活
動
に
取

り
組
め
る
生
徒
」、「
み
っ
ち
り
人

を
愛
せ
る
生
徒
」
を
目
指
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

そ
ば
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
高
中
・
心
の

通
い
合
い

今
年
の
「
高
林
そ
ば
フ
ェ
ス
タ

ｉ
ｎ
高
中
」
は
地
域
の
敬
老
会
と

同
時
開
催
に
し
、
中
学
生
が
打
っ

た
そ
ば
を
約
３
６
０
人
の
お
年
寄

り
に
提
供
し
た
。

お
帰
り
に
な
る
際
に
、
何
人
も

の
お
年
寄
り
か
ら
「
美
味
し
か
っ

た
よ
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
中
学

生
と
お
年
寄
り
の
心
が
通
い
合
う

行
事
と
な
っ
た
。

平
成
１２
年
に
、
そ
ば
打
ち
を
通

し
地
域
住
民
と
交
流
を
図
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
し
て
、
地
元
の
そ

ば
打
ち
愛
好
家
の
方
に
ご
指
導
を

い
た
だ
い
て
始
ま
っ
た
。
生
徒
数

が
２
０
０
人
を
超
え
て
い
た
当
時

は
、
各
教
室
で
ク
ラ
ス
ご
と
に
数

人
の
代
表
が
指
導
を
受
け
て
い
た

が
、
平
成
１４
年
か
ら
は
生
徒
全
員

�・FAX…電話・ファックス …電子メール ■HP…ホームページアドレス
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が
そ
ば
打
ち
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。
行
事
の
名
称
も
「
全

校
そ
ば
打
ち
」
と
な
り
、
さ
ら
に

平
成
１７
年
か
ら
は
現
在
の
「
高
林

そ
ば
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
高
中
」
と
変

わ
っ
た
。

こ
の
行
事
は
「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
を
利
用
し
て
、
生
徒
に

地
域
理
解
や
食
生
活
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
実
施
し
て
き
た

が
、
今
年
か
ら
は
お
年
寄
り
と
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、
感
謝
の

心
が
さ
ら
に
は
ぐ
く
ま
れ
る
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

新成人の皆さん、国民年金の加入手続きはもう済みま
したか？国民年金は、２０歳から６０歳までの人が加入する
公的年金制度です。
「年金なんて…」と思っているあなた。国民年金をは
じめとする公的年金は、やがて訪れる老後の所得保障
（老齢年金）だけでなく、思いがけない病気や事故など
で障害が残り働けなくなったとき（障害年金）や１８歳未
満の子どもを残して父親がなくなったとき（遺族年金）
にも、残された家族の生活を守ります。
あなたも今日から国民年金の仲間入りをしましょう。

なお、収入が少ないために保険料を納めることが難し
いときには、申請により保険料を納めることが免除また
は猶予される「保険料免除・一部納付（免除）制度」「若
年者納付猶予制度」（30歳未満に限る）があります。また、
学生である場合で、収入が少ないために保険料を納める
ことが難しいときには、申請により「学生納付特例制度」
があります。これらの手続きを行わないまま、国民年金
保険料を納めないままでいると、万が一のときに受け取
れる障害年金や遺族年金を受け取ることができない場合
もありますので、相談してください。

【本誌中では、次の省略記号を使用しています】 ■本…本庁舎（黒磯） ■西…西那須野庁舎 ■塩…塩原庁舎

そばフェスタの様子

全校座禅

沼ッ原クリーン活動

国民年金の種類

会社員や公務員
の妻など

第３号被保険者

２０歳から６０歳ま
で
・厚生年金や共
済組合の加入
者に扶養され
ている配偶者
（妻または夫）

配偶者（夫・妻）
の加入している
制度全体が負担
するので、自分
で納める必要は
ありません。
配偶者（夫・妻）
の勤務先で行い
ます。

会社員・公務員
など

第２号被保険者

就職時から退職
時まで
・厚生年金や共
済組合に加入
している会社
員・公務員な
ど

給料から天引き
されるので、自
分で納める必要
はありません。

勤務先が加入手
続きの一切を行
います。

自営業者、自由
業者（フリータ
ーを含む）、学生

第１号被保険者

２０歳から６０歳ま
で
・自営業者、自
由業者（フリー
ターを含む）、
学生、無職の
人など
・第２号、第３
号に該当しな
い人
自分で納めます。

市の国民年金窓
口

職
業

種
別

加
入
す
る
人

保
険
料

加
入
手
続
き

金年民国２０歳がスタート！

問い合わせ
大田原社会保険事務所 �0287（22）6313
■本保健課 �0287（62）7130
■西保健福祉課 �0287（36）1111 内線137
■塩市民福祉課 �0287（32）2988

５



12月20号では、説明会で多く出た質問について掲載しましたが、今回は、説明会の

会場で、後日広報でお知らせするとした質問について回答します。

シリーズ 新しいごみ処理計画⑭

【今後の予定】
●新しいごみの分別・収集・有料化のパンフレットを全戸配布します。
●ごみ分別事典、ごみの分け方・出し方、ごみ出しカレンダーを全戸配布します。
●ごみステーション掲示用のごみの分け方・出し方、ごみ出しカレンダーを配布します。（希望するステー
ションのみ）

新しいごみの分別・収集・有料化の説明会結果②
問い合わせ

■本環境対策課
�0287（62）7301

【ごみの分別・出し方】

回 答

1日に30kg未満となります。（粗大ごみを除く）

木材や木切れは指定ごみ袋可燃用に入れて出してください。

ごみ処理施設の破砕機の能力が 5 cmまでとなっているためです。
ステーションに出す場合には太さ 5 cm、長さ50cm以内とし、片手
で持てる程度に縛って出してください。長さが50cmを超える場合
は粗大ごみとして出し、太さが 5 cmを超える場合は市で処理する
ことができませんので、専門の業者に相談してください。

主にプラスチック製のものは可燃ごみ、主に金属製のものは不燃ご
みとなります。どちらの場合も中身を使い切ってから出してくださ
い。

中身が固まってしまい、取り除けない場合は、そのまま出してくだ
さい。また、ふたが取れない場合も、そのままで出してください。

食料用で、あまり大量でなければ問題ありません。食用油などは流
さずに布などに染み込ませ、可燃ごみとして出してください。ただ
し、農薬などの薬品は流さないようにお願いします。

資源物になります。その他の紙として出してください。

スチール缶に入れ、缶の口を閉じて指定ごみ袋不燃用に入れて出し
てください。

指定ごみ袋可燃用に入れて出してください。ただし、できるだけ庭
で堆肥化するなど、ごみの減量・資源化にご協力ください。

指定ごみ袋を使用して出していただくことになりますが、あまり状
況がひどい場合は、土地の所有者に相談してください。

公共の場所をボランティア活動で清掃した場合は、ボランティア袋
を使用して出してください。ボランティア袋は、ごみ減量推進員に
申請してください。

有料になります。指定ごみ袋に入れて出してください。

できるだけ洗って資源物として拠点回収のボックスへお願いします。
においや汚れがひどい場合は、可燃ごみとして出してください。

農業活動から出るごみは、一部を除き産業廃棄物になります。専門
の業者に処理をお願いしてください。

袋の指定はありませんが、中身が確認できるものでお願いします。
事業系のごみは、ごみステーションに出すことはできませんので、
直接ごみ処理施設に持ち込むか、市の許可する収集運搬業者に委託
してください。

質 問

一回に出すごみの量に決まりはありますか。
せん てい

木材や木切れなどは剪定枝と同じ扱いにな
りますか。

なぜ、剪定枝は太さ 5 cm以内なのですか。

使い捨てライターはどのように処理すれば
よいですか。

中身が入ったまま固まってしまったような
びんはどのようにすればよいですか。また、
ふたがとれないびんはどのようにすればよ
いですか。

賞味期限が切れた液体は、下水道に流して
もよいのですか。

紙でできている卵のパックは資源物になり
ますか。

縫い針やカッターの刃などはどのように出
せよいですか。

葉や草は大量に出ますが、どのようにすれ
ばよいですか。

近隣の林から葉が飛んできますが、その処
理にも有料袋を使用しなければいけませんか。

地区の公園を掃除した時に出るごみや雑草
などの処理はどのようにすればよいですか。

お墓から出たごみも有料になるのですか。

発泡スチロールなどで、においや汚れがあ
る場合はどのようにしたらよいですか。

農業で出たごみはどのような扱いになるの
ですか。

事業系ごみを出す袋はどうなるのですか。

６平成21年 1月 5日号



●
予
防
の
基
本
は

手
洗
い
・
う
が
い

・
学
校
や
職
場
で
は
食
事
の
前
に

必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
の
際
は
帰
宅
し
た
ら
必
ず

行
い
ま
し
ょ
う
。

●
流
行
時
期
の
過
ご
し

方
・
日
頃
か
ら
十
分
な
栄
養
と
休
養

を
と
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

負
け
な
い
体
力
づ
く
り
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

・
人
混
み
へ
出
か
け
る
こ
と
を
避

け
、
出
か
け
る
場
合
は
マ
ス
ク

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
予
防
接
種

効
果
は
５
カ
月
間
程
度
持
続
さ

れ
ま
す
の
で
、
体
調
に
合
わ
せ
て

計
画
的
に
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

●
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

薬抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
は
発
症

し
て
４８
時
間
以
内
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
症
状
な
ど
に
対
し
て
効
果

が
あ
り
、
４８
時
間
以
上
経
過
し
た

場
合
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以
外
の

か
ぜ
に
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
他
の
人
に

移
さ
な
い
た
め
に
、
せ
き
や
く
し

ゃ
み
の
症
状
が
あ
る
人
は
必
ず
マ

ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

黒
磯
保
健
セ
ン
タ
ー
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◆各保健センターの連絡先

黒磯保健センター �0287（63）1100
西那須野保健センター �0287（38）1356
■HPhttp://www2.city.nasushiobara.lg.jp/hokencenter/

ままちちののおお医医者者ささんんかかららのの

健健康康アアドドババイイスス

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
と
対
策

愛
の
献
血

と

き

１
月
２４
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分

と
こ
ろ

黒
磯
駅
前
花
市
会
場

問
い
合
わ
せ

黒
磯
保
健
セ
ン
タ
ー

変化を迎えた関節リウマチ治療 那須高原クリニック（唐杉） 佐藤 英智

第21回
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本庁舎市民室でミニコンサートを開催
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今年も多くの収穫がありました
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童謡のすばらしさ伝える
～なすしおばら童謡フェスタ～
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知ろう、聞こう、味わおう ～アジア料理で異文化交流～

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
に
よ

る
あ
そ
び
体
験
コ
ー
ナ
ー

箱
の
中
で
行
う
ホ
ッ
ケ
ー
「
ボ

ッ
ク
ス
ホ
ッ
ケ
ー
」

あなたの周りの身近な出来事や話題をお寄せください。
秘書課広報広聴係 �0287（62）7109

８平成21年 1月 5日号
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みんな美味しそう！
～おにぎりとバター作り体験～
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ＴＨＥ・ＥＫＩＤＥＮ
～西那須野中学校区駅伝大会・つなごうタスキ、広げよう地域の輪～
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いつでも備えは万全に
～板室地区旅館ホテル等消防訓練～
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お正月料理に挑戦 ～伊達巻を上手に～
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お
知
ら
せ

塩
原
公
共
下
水
道
の
変
更

（
案
）を
縦
覧
し
ま
す

塩
原
公
共
下
水
道
の
事
業
認
可

の
変
更
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し

ま
す
。

と

き
１
月
１３
日
�
〜
２３
日
�

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
３０

分
※
土
・
日
曜
を
除
く
。

と
こ
ろ

■西
下
水
道
課

変
更
内
容

排
水
区
域
お
よ
び
水
処
理
セ
ン

タ
ー
敷
地
面
積
の
変
更

問
い
合
わ
せ

■西
下
水
道
課

�（
３７
）５
９
２
１

定
額
給
付
金
の
給
付
を

よ
そ
お
っ
た「
振
り
込
め

詐
欺
」
に
注
意
！

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て

い
る
「
定
額
給
付
金
」
に
つ
い
て
、

今
の
段
階
で
、
市
が
市
民
に
連
絡

や
給
付
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個

人
情
報
の
詐
取
」
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
「
定
額
給
付
金
」
に
関
し

て
、
市
や
県
、
総
務
省
の
職
員
が
、

○
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
な
ど
の
現
金
自

動
預
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

○
口
座
番
号
や
家
族
構
成
な
ど
の

個
人
情
報
を
お
聞
き
す
る
こ
と

は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

○
定
額
給
付
金
の
給
付
の
た
め
に
、

手
数
料
な
ど
の
振
込
み
を
求
め

る
こ
と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
な
電
話
や
郵
便
物
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

「
定
額
給
付
金
」
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
内
容
が
決
ま
り
し
だ
い
、

広
報
誌
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
企
画
情
報
課�（

６２
）７
１
０
６

住
宅
購
入
の
際
に
は

保
険
や
供
託
の
確
認
を

平
成
２１
年
１０
月
１
日
以
降
に
引

じ
ゅ
う

た
く

か

き
渡
さ
れ
る
住
宅
に
は
、
住
宅
瑕

し

た
ん

ぽ

り

こ
う

疵
担
保
履
行
法
に
よ
り
、
事
業
者

に
保
険
か
供
託
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。

住
宅
を
購
入
さ
れ
る
際
は
、
そ

の
住
宅
が
き
ち
ん
と
保
険
や
供
託

の
措
置
を
と
ら
れ
て
い
る
か
忘
れ

ず
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

■本
都
市
計
画
課�（

６２
）７
１
５
９

国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
納
付
方
法
が
選
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
す

６５
歳
以
上
の
人
の
国
民
健
康
保

険
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
納
付
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
年
金

天
引
（
特
別
徴
収
）
を
原
則
と
し
、

条
件
を
満
た
す
人
は
口
座
振
替

（
普
通
徴
収
）
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
平
成
２１
年
４

月
か
ら
は
口
座
振
替
に
変
更
す
る

た
め
の
条
件
が
な
く
な
り
、
誰
で

も
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

４
月
か
ら
変
更
を
希
望
す
る
場

合
は
、
１
月
１９
日
�
か
ら
２３
日
�

ま
で
の
間
に
、
本
庁
、
各
支
所
お

よ
び
出
張
所
の
窓
口
で
、
手
続
き

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
は
年
金
天
引
で
は

な
く
て
も
、
平
成
２１
年
４
月
以
降
、

年
金
天
引
に
な
る
人
も
い
ま
す
。

現
在
年
金
天
引
き
の
人
と
、
今
後

年
金
天
引
き
に
な
る
可
能
性
の
あ

る
人
に
は
、
後
日
詳
し
い
通
知
を

し
ま
す
。

そ
の
他

・
年
金
天
引
（
特
別
徴
収
）
を
希

望
す
る
人
は
、
何
も
手
続
き
を

と
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す

で
に
口
座
振
替
へ
の
変
更
手
続

が
済
ん
で
い
る
人
も
改
め
て
手

続
き
を
と
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・
１
月
３０
日
�
を
過
ぎ
て
手
続
き

を
し
た
場
合
は
、
４
月
の
年
金

天
引
が
中
止
で
き
ま
せ
ん
。
６

月
以
降
の
中
止
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

手
続
に
必
要
な
も
の

振
替
す
る
口
座
の
通
帳

通
帳
の
届
出
印

問
い
合
わ
せ

■本
課
税
課

�（
６２
）７
１
２
０

■西
総
務
税
務
課�（

３６
）５
１
０
１

■塩
総
務
税
務
課�（

３２
）２
９
１
０

パソコン講座
・初めてのパソコン（ 6か月）コース
・趣味でつづけるパソコンコース
・P検（パソコン検定）対策コース

説明会： 1月15日（木）13：30から

那須塩原ICTスクール （0287）67‐3020

那須塩原市東小屋462‐6（那須塩原駅東口徒歩 6分・4号線近く）

先着20人
電話受付は、
8日10：00から

■本市役所本庁舎
〒325‐8501 共墾社108番地2

■西西那須野庁舎
〒329‐2792 あたご町2番3号

■塩塩原支所庁舎
〒329‐2993 中塩原1番地2

箒根出張所
〒329‐2801 関谷1266番地4

１０平成21年 1月 5日号



塩
原
温
泉
行
ゆ
ー
バ
ス

の
ダ
イ
ヤ
が
一
部
変
更

塩
原
地
内
の
国
道
４
０
０
号
に

あ
る
追
沢
橋
の
架
替
え
工
事
に
伴

う
交
通
規
制
の
期
間
、
ゆ
ー
バ
ス

塩
原
・
上
三
依
線
の
運
行
経
路
が

多
少
変
更
に
な
る
た
め
、
ダ
イ
ヤ

に
通
常
よ
り
７
〜
１０
分
程
度
遅
れ

が
生
じ
ま
す
。

関
係
す
る
バ
ス
停
案
内
板
に
変

更
ダ
イ
ヤ
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、

大
変
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
㈱

�（
３６
）０
１
０
９

ゆ
ー
バ
ス
の
ご
利
用

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昨
年
１０
月
の
ゆ
ー
バ
ス
運
行
開

始
か
ら
１
年
を
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
全
７
路
線
で
９
万
４

０
０
０
人
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
た
。今
後
も「
ゆ
ー
バ

ス
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
生
活
課

�（
６２
）７
１
２
７

《
黒
磯
地
区
》

や
し
お
観
光
バ
ス
㈱

�
０
１
２
０（
１
１
７
）８
４
０

《
西
那
須
野
・
塩
原
地
区
》

Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
㈱

�（
３６
）０
１
０
９

農
業
者
の
皆
さ
ん
へ

肥
料
・
燃
油
低
減
の

取
り
組
み
に
助
成
し
ま
す

肥
料
・
燃
油
高
騰
に
よ
る
経
営

費
増
加
を
低
減
す
る
た
め
、
化
学

肥
料
や
燃
油
使
用
量
を
２
割
以
上

低
減
す
る
取
り
組
み
（
燃
油
は
施

設
園
芸
に
限
る
）
を
３
戸
以
上
で

行
っ
た
場
合
、
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

助
成
額

価
格
上
昇
で
増
加
す
る

肥
料
費
な
ど
の
昨
年
度
と
の
差

額
の
７
割

申
込
期
限

１
月
３０
日
�

問
い
合
わ
せ

那
須
野
農
業
協
同
組
合
営
農
課

�（
６２
）５
５
５
０

那
須
農
業
振
興
事
務
所
企
画
振

興
室�

０
２
８
７（
２３
）３
１
４
１

高
校
生
通
学
費
の
交
付

申
請
は
済
ん
で
い
ま
す
か

（
対
象
／
塩
原
地
区
）

塩
原
地
区
内
に
住
所
が
あ
り
、

高
校
な
ど
に
通
学
し
て
い
る
生
徒

の
保
護
者
を
対
象
に
、
通
学
に
必

要
な
経
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
通
学
費
の
一
部
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

交
付
は
年
度
で
１
回
で
す
。
今

年
度
分
の
申
請
が
ま
だ
済
ん
で
い

な
い
人
は
、
申
請
期
限
ま
で
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対

象
塩
原
中
学
校
区
お
よ
び
箒
根
中

学
校
区
に
住
所
を
有
す
る
高
校

生
な
ど
（
下
宿
し
て
い
る
高
校

生
な
ど
を
含
め
、
交
通
手
段
は

問
い
ま
せ
ん
）
の
保
護
者

※
高
校
生
な
ど
と
は

高
校
（
全
日
制
高
校
、
定
時
制

高
校
）
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る

学
校
（
特
別
支
援
学
校
高
等
部
、

高
等
専
門
学
校
、
高
等
専
修
学

校
各
種
学
校
〔
高
卒
課
程
に
限

る
〕）
に
通
学
し
て
い
る
生
徒

を
い
い
ま
す
。

交
付
金
額

両
中
学
校
区
と
も
に
１
カ
月
分

の
バ
ス
定
期
代
の
２０
％
を
１２
カ

月
分
支
給
し
ま
す

・
塩
原
中
学
校
区

（
塩
原
温
泉
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
〜
西
那
須
野
駅
）

２
万
３
９
８
０
円
×
２０
％
×
１２

カ
月＝

５
万
７
５
５
２
円

・
箒
根
中
学
校
区

（
関
谷
宿
駅
〜
西
那
須
野
駅
）

２
万
３
１
０
円
×
２０
％
×
１２
カ

月＝

４
万
８
７
４
４
円

交
付
時
期

３
月
末
ご
ろ
に
保
護
者
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す

申
請
方
法

次
の
場
所
に
申
請
書
が
備
え
て

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
・
■西
学
校
教
育
課

・
■塩
市
民
福
祉
課

・
箒
根
出
張
所

申
請
に
必
要
な
も
の

・
在
学
証
明
書
（
全
学
年
必
要
）

・
預
金
通
帳
（
保
護
者
名
義
の
も

の
）

・
印
か
ん

申
請
期
限

２
月
１３
日
�

問
い
合
わ
せ

■西
学
校
教
育
課�（

３７
）５
３
４
９

入会体験随時、「とちぎ笑顔つぎつぎカード」協賛
□ 黒磯教室 �62‐3910
那須塩原市阿波町111‐4 豊浦郵便局2 F

□ 西那須野教室 �36‐5925
那須塩原市南郷屋2‐122 auショップ2 F

http : //www.meikogijuku.jp

国道400号 追沢橋が通行止めになります

塩原地内国道400号にある追沢橋の老朽化・腐
食が激しいため、橋の架け替え工事を行います。
架け替え時には追沢橋が終日車両通行止となり
ますので、ご協力をお願いします。
と き 2 月 1 日（日）～ 4月10日（金）（予定）
と こ ろ 国道400号 那須塩原市 追沢橋
工事内容 橋架替え工事
規制内容 追沢橋の終日車両通行止
迂 回 路

問い合わせ
大田原土木事務所 道路保全課 �０２８７（２３）６５４４

１１

くく
らら
しし
のの
情情
報報

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



出
産
育
児
一
時
金
が

変
わ
り
ま
す

平
成
２１
年
１
月
１
日
よ
り
産
科

医
療
補
償
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
１
月
１
日
以

降
に
出
産
し
た
場
合
、
出
産
育
児

一
時
金
の
金
額
が
次
の
と
お
り
変

わ
り
ま
す
。

◆
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
す

る
医
療
機
関
な
ど
で
出
産
し
た

場
合

支
給
額

３８
万
円

手
続
方
法

出
産
育
児
一
時
金
申
請
の
際
に
、

医
療
機
関
な
ど
が
交
付
し
た

「
産
科
医
療
補
償
制
度
登
録
証
」

な
ど
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

◆
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
し

て
い
な
い
医
療
機
関
な
ど
で
出

産
し
た
場
合

支
給
額

３５
万
円

手
続
方
法

従
来
ど
お
り

※
産
科
医
療
補
償
制
度
と
は

分
娩
に
関
連
し
て
発
症
し
た
脳

性
麻
痺
の
赤
ち
ゃ
ん
や
そ
の
家

族
の
経
済
的
負
担
を
補
償
す
る

制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
保
健
課

�（
６２
）７
１
２
９

■西
保
健
福
祉
課�（

３７
）５
１
０
３

■塩
市
民
福
祉
課�（

３２
）２
９
８
８

農
業
資
材
購
入
資
金

に
利
子
補
給
を
し
ま
す

飼
料
・
肥
料
・
燃
料
な
ど
の
農

業
生
産
資
材
高
騰
に
伴
う
農
業
経

営
の
緊
急
的
支
援
策
と
し
て
、
平

成
２１
年
１
月
か
ら
平
成
２２
年
３
月

３１
日
ま
で
の
間
に
、
経
営
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
農
業
生

産
資
材
な
ど
を
購
入
す
る
た
め
の

資
金
を
借
り
入
れ
た
人
に
対
し
て
、

市
で
独
自
の
利
子
補
給
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
担
当
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対

象

市
内
に
住
所
が
あ
る
農

業
者
な
ど

資
金
使
途

農
業
経
営
安
定
対
策

の
た
め
の
資
金
で
、
農
業
生
産

資
材
（
飼
料
・
肥
料
・
燃
料
な

ど
）
の
支
出
に
必
要
な
資
金

貸
付
限
度

５
０
０
万
円
以
内

金
融
機
関

那
須
野
農
業
協
同
組

合
ほ
か

利
子
助
成
率

年
１
・
０
％
以
内

問
い
合
わ
せ

■本
農
務
畜
産
課�（

６２
）７
１
４
７

「
特
別
慰
労
品
」贈
呈
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留

者
、
引
揚
者
の「
本
人
」
に
、「
特

別
慰
労
品
」
を
贈
呈
し
て
い
ま
す

（
遺
族
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）。

「
引
揚
者
」
は
、
終
戦
の
日
ま

で
引
き
続
き
１
年
以
上
外
地
で
生

活
し
て
い
て
戦
後
引
き
揚
げ
て
き

た
家
族
全
員
が
対
象
で
す
。

未
請
求
の
人
は
早
急
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
請
求
書
な
ど
は
次

の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

関
係
書
類
設
置
場
所

■本
社
会
福
祉
課
、
■西
保
健
福
祉

課
、
■塩
市
民
福
祉
課

申
請
期
限

３
月
３１
日
�

問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
平
和
記
念
事
業

特
別
基
金

�
０
１
２
０（
２
３
４
）９
３
３

（
祝
日
を
除
く
毎
週
月
〜
金
曜

の
午
前
９
時
１５
分
〜
午
後
５
時

１５
分
）

募
集

県
北
高
等
産
業
技
術
学
校

能
力
開
発
コ
ー
ス
訓
練
生

再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
、
次

の
コ
ー
ス
を
実
施
し
ま
す
。

【
電
気
工
事
科
】

と

き

４
月
９
日
〜
来
年
３
月

１１
日
（
１
年
間
）

※
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
３
時
５０

分
。

と
こ
ろ

県
北
高
等
産
業
技
術
学
校
職
業

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー（
那
須
町
）

対

象

求
職
活
動
を
し
て
い
る

人
、
新
た
な
職
業
に
就
こ
う
と

し
て
い
る
人

定

員

１０
人

内

容
一
般
用
電
気
工
作
物
の
配
線
工

事
お
よ
び
点
検
、
検
査
、
配
線

設
計
、
製
図
お
よ
び
溶
接
に
関

す
る
知
識
・
技
能
を
習
得
し
、

電
気
工
事
士
（
第
二
種
、
第
一

種
）
溶
接
技
能
の
資
格
取
得
お

よ
び
合
格
を
目
指
し
ま
す

募
集
期
間

１
月
２６
日
�
〜
２
月
２７
日
�

そ
の
他

入
校
選
考
試
験
（
面
接
、
筆
記

試
験
）
を
３
月
１３
日
�
午
前
１０

時
か
ら
行
い
ま
す

申
し
込
み

・
住
所
地
の
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

・
県
北
高
等
産
業
技
術
学
校

問
い
合
わ
せ

県
北
高
等
産
業
技
術
学
校

�
０
２
８
７（
６４
）５
４
５
４

２
０
０
９

マ
ロ
ニ
エ
メ
イ
ツ
募
集

み
ど
り
や
環
境
緑
化
な
ど
の
普

及
啓
発
活
動
や
、
栃
木
県
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
参
加
す
る
マ
ロ
ニ

エ
メ
イ
ツ
を
募
集
し
ま
す
。

対

象
県
内
在
住
で
１８
歳
以
上
の
健
康

な
人
（
高
校
生
を
除
く
）

募
集
人
数

３
人

勤
務
内
容

各
種
行
事
に
お
い
て
、

司
会
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
朗
読
な

ど
の
活
動
を
行
い
ま
す

※
活
動
期
間
は
、
４
月
１
日
〜
来

年
３
月
３１
日
で
す
。

応
募
方
法

履
歴
書
に
写
真
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限

１
月
３０
日
�

そ
の
他

選
ば
れ
た
人
に
は
賞
品

（
１０
万
円
分
の
旅
行
券
ほ
か
）を

差
し
上
げ
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

�
栃
木
県
緑
化
推
進
委
員
会
マ

ロ
ニ
エ
メ
イ
ツ
募
集
係

�
０
２
８（
６
４
３
）６
８
０
１

●11月の火災と救急●
火災のテレフォンサービス
�0180－992009 （黒磯地区）
�（22）0119 （西那須野・塩原地区）
◎火災…建物 1件・林野 0件・その他 0件
平成20年の累計 47件
◎救急…交通 29件・急病 193件・その他 91件
平成20年の累計 3249件
問い合わせ
黒磯那須消防組合消防本部 �（62）0864
西那須野分署 �（36）2300
塩原分署 �（32）2949

１２平成21年 1月 5日号
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研
修
会
・
講
座

上
級
救
命
講
習
会

こ
の
講
習
会
は
経
験
の
有
無
を

問
い
ま
せ
ん
。
救
命
技
能
を
修
得

し
た
い
人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

と

き

１
月
２５
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
受
け
付
け
は
午
前
８
時
４０
分
。

と
こ
ろ

那
須
消
防
署（
那
須
町
）

対

象

市
民

定

員

３０
人
（
先
着
順
）

内

容
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
、
大
出
血
時
の
止
血
法
、

副
子
固
定
や
熱
傷
の
手
当
て
、

傷
病
者
管
理
法
、
搬
送
法
な
ど

受
講
料

無
料

申
込
期
間

１
月
１３
日
�
〜
２３
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

黒
磯
消
防
署
救
急
救
助
課

�（
６２
）７
０
１
１

板
室
分
署

�（
６９
）０
１
１
９

不
動
産
取
引
セ
ミ
ナ
ー

と

き

２
月
９
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

と
こ
ろ

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー

サ
ブ
ホ
ー
ル

定

員

４
０
０
人
（
先
着
順
）

内

容

「
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て

お
き
た
い
�

―
失
敗
し
な
い

不
動
産
取
引
（
売
買
契
約
）
を

行
な
う
た
め
に
―
」

【
講
師
】

村
川
隆
生
氏（
財
団
法

人
不
動
産
適
正
取
引
推
進
機
構
）

申
込
期
限

１
月
３０
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
住
宅
課

�
０
２
８（
６
２
３
）２
４
８
８

催
し

環
境
企
画
展

自
然
の
宝
庫
〜
大
沼
・
ヨ
シ
沼
〜

豊
か
な
自
然
環
境
を
有
す
る
大

沼
園
地
と
、
そ
の
周
辺
に
生
息
す

る
動
植
物
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

と
き
／
と
こ
ろ

①
１
月
１４
日
�
〜
２
月
１
日
�
、

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
（
毎
週

月
曜
休
館
）／
日
新
の
館

②
２
月
４
日
�
〜
１８
日
�
、
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時
／
板
室
自
然

遊
学
セ
ン
タ
ー

③
２
月
２０
日
�
〜
３
月
９
日
�
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分（
毎

週
火
曜
休
館
）／
塩
原
温
泉
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

■本
環
境
管
理
課�（

６２
）７
１
９
３

無
料
相
談
会

と

き

１
月
１７
日
�
午
前
１０
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

と
ち
ぎ
健
康
の
森
・
生

き
が
い
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

内

容

弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、

不
動
産
鑑
定
士
、
税
理
士
、
司

法
書
士
、
行
政
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
宅
地
建
物
取
引
主

任
者
、
建
築
士
、
測
量
士
、
建

築
設
計
事
務
所
協
会
会
員
に
よ

る
専
門
分
野
の
相
談

問
い
合
わ
せ

�
栃
木
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

�
０
２
８（
６
３
９
）０
５
５
６

新
春
恒
例
「
黒
磯
初
市
」

と

き

１
月
２４
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
８
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
黒
磯
駅
前

内

容

特
設
広
場
で
の
イ
ベ
ン

ト
に
加
え
、
恒
例
の
巻
狩
く
ん

ぽ
ん
券
シ
ー
ト
１
冊
で
１
回
く

じ
を
引
く
こ
と
が
で
き
る
新
春

初
市
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ

黒
磯
商
工
会

�（
６２
）０
３
７
３

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
花
が
咲
き
乱
れ
る
春
は
、

ま
だ
遠
い
で
す
ね
。
そ
う
い
う
訳

で
秋
の
花
の
話
で
す
。

よ
く
秋
の
田
の
あ
ぜ
や
溝
一
面

に
咲
い
て
い
る
の
が
、
こ
の
ミ
ゾ

ソ
バ
で
す
。
花
が
ソ
バ
に
よ
く
似

て
い
ま
す
。
つ
ぼ
み
や
花
び
ら
の

先
が
ピ
ン
ク
色
で
き
れ
い
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
食
べ
ら
れ

な
い
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
花
が
そ
っ
く
り
に
見

え
る
の
が
、
ア
キ
ノ
ウ
ナ
ギ
ツ
カ

ミ
で
す
。
カ
ボ
チ
ャ
の
よ
う
に
葉

の
裏
や
茎
に
細
か
い
と
げ
が
生
え

て
い
る
の
で
、
ウ
ナ
ギ
が
つ
か
め

る
と
い
う
意
味
で
す
。

同
じ
仲
間
に
マ
マ
コ
ノ
シ
リ
ヌ

グ
イ
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。
継

子
（
ま
ま
こ
）
と
は
、
血
の
つ
な

が
り
の
な
い
子
ど
も
の
こ
と
で
、

継
子
の
尻
を
こ
の
細
か
い
と
げ
の

生
え
て
い
る

葉
で
拭
く
と

い
う
の
で
す
。

恐
ろ
し
い
話

で
す
ね
。

﹇
ミ
ゾ
ソ
バ
﹈

タ
デ
科
タ
デ
属

田
の
あ
ぜ
や
溝
に
一
面
に
咲
き

ま
す
。
ソ
バ
の
花
に
似
て
い
ま
す

が
、
ソ
バ
の
花
は
真
っ
白
な
の
で

わ
か
り
ま
す
。
葉
が
牛
の
顔
の
よ

う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
花
期
は

９
〜
１０
月
で
す
。

﹇
ア
キ
ノ
ウ
ナ
ギ
ツ
カ
ミ
﹈

タ
デ
科
イ
ヌ
タ
デ
属

ミ
ゾ
ソ
バ
と
混
在
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
見
落
と
し
が
ち

で
す
が
、
葉
の
形
は
全
く
別
物
で

す
。
花
期
は
９
〜
１０
月
で
す
。

﹇
マ
マ
コ
ノ
シ
リ
ヌ
グ
イ
﹈

タ
デ
科
イ
ヌ
タ
デ
属

こ
れ
も
同
じ
よ
う
な
花
が
咲
き

ま
す
。
葉
は
、
ミ
ゾ
ソ
バ
に
似
て

い
ま
す
が
、
三
角
形
に
近
い
形
を

し
て
い
ま
す
。
花
期
は
９
〜
１０
月

で
す
。

（
お
さ
む
）

食
べ
ら
れ
な
い
ソ
バ

ミゾソバの葉

アキノウナギツカミ

ミゾソバの花

１３

くく
らら
しし
のの
情情
報報

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



市
内
の
小
中
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、

た
く
さ
ん
の
作
品
の
中
か
ら
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

●
感
想
画
〔
小
学
校
の
部
〕

こ
し
ぬ
ま

は
や
て

《
１
年
》
越
沼

颯

（
東
原
小
）

《
２
年
》
遠
藤
さ
く
ら
（
西
小
）

と
も

か

《
３
年
》
安
田
智
香

（
埼
玉
小
）

そ
め

や

ほ

な
み

《
４
年
》
染
谷
穂
波

（
黒
磯
小
）

き
み
じ
ま

あ
ゃ

《
５
年
》
君
島

彩

（
黒
磯
小
）

《
６
年
》
井
村
み
さ
き
（
豊
浦
小
）

●
感
想
文
〔
小
学
校
の
部
〕

か
い

と

《
１
年
》
大
島
魁
斗

（
横
林
小
）

ち

さ
と

《
２
年
》
大
島
千
聖

（
波
立
小
）

り

な

《
３
年
》
人
見
莉
奈

（
穴
沢
小
）

し
ゅ
ん

《
４
年
》
関
口

駿

（
南
小
）

あ
や

の

《
５
年
》
鍋
嶋
彩
乃

（
共
英
小
）

き
み
し
ま
こ
と

み

《
６
年
》
君
島
琴
美

（
西
小
）

●
感
想
文
〔
中
学
校
の
部
〕

あ

み

《
１
年
》
岡
村
愛
美

（
黒
磯
中
）

し

ほ

《
２
年
》
吉
岡
梓
穂

（
三
島
中
）

か
ず

は

《
３
年
》
笹
沼
和
葉

（
厚
崎
中
）

入
選
者
作
品
展
示

最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
（
各
学
年
５

人
）
入
選
作
品
の
展
示
を
し
ま
す
。

◎
１
月
６
日
�
〜
１８
日
�

会
場

黒
磯
図
書
館

◎
１
月
２１
日
�
〜
２
月
１
日
�

会
場

西
那
須
野
図
書
館

◎
２
月
４
日
�
〜
１５
日
�

会
場

塩
原
図
書
館（ハ

ロ
ー
プ
ラ
ザ
）

※
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
作
品

を
公
開
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

黒
磯
図
書
館

�
０
２
８
７（
６３
）９
０
３
１

く
ろ
い
そ
オ
ペ
ラ
を
つ
く
る
会
の
公

演
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
世
界
中

で
公
演
さ
れ
て
い
る
名
作
『
メ
リ
ー
・

ウ
ィ
ド
ウ
』（
フ
ラ
ン
ツ
・
レ
ハ
ー
ル
作
）

を
上
演
し
ま
す
。

と

き

１
月
２５
日
�

午
後
１
時
３０
分
開
場
、
２
時
開
演

と
こ
ろ

黒
磯
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

大
人
１
５
０
０
円
、
高
校
生

以
下
５
０
０
円
、
未
就
学
児

無
料

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

�
那
須
塩
原
市
／
黒
磯
文
化
会
館
・
上

野
楽
器
黒
磯
店
・
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

り
ー
ぶ
る
・
ハ
ー
ト
ブ
ッ
ク
ス
Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
黒
磯
店
・
栃
木
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
プ
ロ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ラ

ザ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
・
市
内
各
公
民
館

�
那
須
町
／
那
須
町
文
化
セ
ン
タ
ー
・

イ
チ
マ
ツ
・
金
子
書
店
・
那
須
屋
商

店
・
い
ず
み
や
ス
ト
ア
ー

�
大
田
原
市
／
那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル
・
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
ハ
ー

ト
ラ
ン
ド
大
田
原
店

問
い
合
わ
せ

福
田
隆
夫
（
事
務
局
長
）

�
０
９
０（
４
５
９
４
）６
２
８
５

■西
生
涯
学
習
課

�
０
２
８
７（
３７
）５
４
１
９

新
し
い
風

生
涯
学
習

第
４
回
読
書
感
想
画
・
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
発
表

◆◆◆田舎ランド鴫内◆◆◆
体験活動・教室参加者募集

次の事業のほか、施設の貸し出しも
行っています。子供会育成会、総合学
習や自主グループなどの活動の場とし
ても利用できます。ぜひお出かけくだ
さい。
※ゆーバス「湯宮線」田舎ランド前下車。
料理教室 （各）午前 9時30分～正午
2月 7日（土） ピザ作り
2月14日（土） チョコレートケーキ
2月28日（土） 巻き寿司

手打ちそば教室
2 月15日（日） 午前 9時30分～正午

手打ちうどん教室
2 月21日（土） 午前 9時30分～正午

天体観察教室
2 月28日（土） 午後 6時30分～ 9時

月と金星を見よう
※一部材料費負担があります。
申し込み・問い合わせ
田舎ランド鴫内 �0287（68）7006

喜
歌
劇
『
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
』
公
演

１４平成21年 1月 5日号



図 書 館 だ よ り
黒磯図書館 問い合わせ �0287（63）9031

●おはなし会 （主催：木馬）
とき 1 月10日、 2月14日の土曜

午後 2時から
※絵本や紙芝居を使った楽しいお話です。
●おはなしとわらべうたの会
（主催：いないいないばあ）
とき 1 月15日、 2月 5 日・19日の木曜

午前11時から
※赤ちゃんと保護者対象のわらべ歌と読み
聞かせです。

●お楽しみ会 （主催：サークルひばり）
とき 2 月 7 日の土曜 午前10時から
※おはなしタペストリー、『鬼のお面』
●映画会
とき 毎週日曜 午前10時から
※毎回違った児童向けの作品を上映しています。

西那須野図書館 問い合わせ �0287（36）6001

蔵書点検のため2月 3日（火）～6日（金）は、
休館になります。

●おはなし会 （主催：まほうのとびら）
とき 毎週土曜 午後 2時から
※おはなし室で開催します。
●かみしばい会 （主催：かやの実会）
とき 毎週日曜 午後 2時から
※おはなし室で開催します。

塩原図書館 問い合わせ �0287（35）2006

蔵書点検のため1月20日（火）～23日（金）は、
休館になります。

●各種大会・スポーツ教室参加者募集

新春駒落将棋名人選 1月25日（日）

▼時 間 午前 9時受け付け、 9時30分開始

▼と こ ろ いきいきふれあいセンター 2階 和室 ▼競技方法 駒落選（敗者復活戦あり）

▼参 加 費 1,500円（当日持参） ▼申込期限 1 月23日（金）

▼申し込み・問い合わせ 黒磯公民館 �0287（60）1115

第４回 那須塩原市さわやかインディアカ大会 2月15日（日）

▼時 間 午前 8時30分から

▼と こ ろ にしなすの運動公園体育館

▼対 象 高校生以上の市民および市内勤務者、在学者（ 1人からでも参加可）

▼内 容 個人で受け付けをし、当日抽選を行いチームを編成します

▼参 加 費 無料

▼そ の 他 当日は弁当、お茶を用意しますので、申し込み後の不参加は早めに連絡してください

▼申込期限 1 月31日（土）

▼申し込み ■西スポーツ振興課 �0287（37）5439 または インディアカ協会 樋口 FAX0287（37）8452

▼問い合わせ インディアカ協会 樋口 �090（3697）1499

第２回 スノーボード＆スキー教室 2月15日（日）

▼時 間 午前 7時、くろいそ運動場東側駐車場集合

▼と こ ろ エーデルワイススキーリゾート

▼対 象 小学 3年生以上の市民および市内勤務者 ▼定 員 40人

▼講 師 全日本スキー連盟公認指導員（那須塩原スキー連盟所属）

▼参 加 費 小学生2,000円 中学生以上2,500円（講習・交通費・保険料として）
※別途リフト代、レンタル希望者はレンタル料金が必要になります。
【レンタル料】 【リフト代】

小学生 1,500円
中・高校生 3,000円
大 人 3,500円

▼申込期間 1 月13日（火）～28日（水）

▼そ の 他 参加者が20人未満の場合は中止します ※ 2月12日（木）以降のキャンセルは返金できません。

▼申し込み・問い合わせ ■西スポーツ振興課 �0287（37）5439

ウェア
1,500円
2,500円

ボードセット
2,000円
3,000円

スキーセット
1,500円
2,500円

対 象
小学生

中学生以上

１５



●いきものがかりのみなさん、こんにつあー�2009
～My song Your song～
3月11日（水）／午後6時30分開演／大ホール
全席指定 前売 4，500円（友の会4，100円）

当日 5，000円（友の会4，500円）
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後援 /0�123456789:
企画・制作 ;<4=
制作協力 >:=4�?@4ABCD:E4
協力 FGH�!�
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●藤原道山＆松永貴志ドリーム・ジョイント・コンサート
～尺八の貴公子とジャズピアノの天才～
3月15日（日）／午後3時開演／大ホール
全席指定 Ｓ席3，500円（友の会3，200円）

Ａ席2，500円（友の会2，300円）
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●企画展
「吉村深雪コレクション 日本と世界の人形」

前期「日本の人形」開催中 2月22日（日）まで
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Á季節展「小正月」
1月 6日（火）～25日（日）
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●日新の館企画展開催中
「峰村北山―戦後の黒磯の文化をはぐくんだ画家」

2月15日（日）まで
ª«Ö�
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那須野が原ハーモニーホール �0287(24)0880 http : //www.nasu-hh.com/

友の会優先電話予約 1月 8 日（木）午前9時から（電話のみ）
一般チケット発売 1月10日（土）午前9時から
一般電話予約 1月12日（月）午前9時から

友の会優先電話予約 1月29日（木）午前9時から（電話のみ）
一般チケット発売 1月31日（土）午前9時から
一般電話予約 2月 2 日（月）午前9時から

那須野が原博物館 �0287(36)0949 http : //www2.city.nasushiobara.lg.jp/hakubutsukan/

い
き
も
の
が
か
り

『暖海』

松永貴志藤原道山

『文楽人形藤娘』京都
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�新春
爆笑�

お笑いバトル 2009 in 那須塩原
1月12日（月・祝）

1回目 午前11時30分開場 正午開演／2回目 午後2時30分開場 午後3時開演
大ホール／全席指定／3，000円（黒磯文化会館友の会会員は300円引き）
� 3������� 3����������� !��"
出演 #$%&'��($)*$+,-.)/0$1-)234567)89:�$;

<)=>?@AB

●さだまさしアコースティックコンサート

4月21日（火）／午後5時30分開場 午後6時開演
大ホール／全席指定／7，140円
�C�!DEF��G�HIJK
チケット発売初日予約専用特別電話
� 0 2 8 7（ 7 3）0 2 0 2
�LMNO?P�Q�
�����RS� 1
T31SU 2T 7S"
!VWXY 9Z��
[\]�G�H)^
_�`5a� !X
b 1Z��cdef
ghijiIJK

ド ゥ ア ズ インフィニティ

●Do As Infinity LIVE TOUR 2009

3月 1日（日）／午後5時30分開場 午後6時開演
大ホール／全席指定／6，300円
� 3������K
チケット発売初日予約専用特別電話
� 0 2 8 7（ 7 3）0 2 0 2
�LMNO?P�Q������RS!)cdef
QkG�H)[\�Q]�!`HIl7K
�mnef]�ZQ]�op!) 1qW 6oI�K

ア ク ア タ イ ム ズ

●Aqua Timez still connected tour’09

5月16日（土） 午後5時30分開場 午後6時開演
大ホール／全席指定／4，500円
�C�!DEF��G�HIJK
チケット発売初日予約専用特別電話
� 0 2 8 7（ 7 3）0 2 0 2
�LMNO?P�Q������RS� 2T14SU
21S"!)cdefQkG�H)[\�Q]�!
`HIl7K
�mnef]�ZQ]�op!) 1qW 6oI�K

●マスクプレイミュージカル

rs$t$ uvwuvwx�H�`yzQ{|J}
~
rkW6|`��Q� *$�-�$�d�H~
��|5�|
`5a���,;�- 2����
3月 8日（日）／午後1時開演

大ホール／全席指定

Ｓ席2，500円／Ａ席2，000円

Ｂ席1，500円

�LMNO?P�Q??�!
y���200��}K

��F`HK
� 1����HIJK500��
1�"��Qm��YI�h
ijiIJK

◆休館日のお知らせ◆ 1月26日（月）が開館となるため、27日（火）は振り替え休館となります。

黒磯文化会館 �0287(63)3219 http : //www.kurobun.com/

チケット発売
友の会先行予約 1月18日（日）午前10時から
一般予約発売 2月 1 日（日）午前10時から

チケット発売
友の会先行発売 1月31日（土）午前9時から
一般発売 2月 7 日（土）午前9時から

チケット発売
友の会先行予約 2月14日（土）午前10時から
一般予約発売 2月21日（土）午前10時から

「�キヨノ サチコ／偕成社」
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今
年
は
丑
年
。
牛
は
十
二
支
の
２
番
目
、

ぐ
う
て
い
も
く
は
ん
す
う
る
い

偶
蹄
目
反
芻
類
ウ
シ
科
の
動
物
で
す
。
胃

が
４
つ
あ
っ
て
反
芻
す
る
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

家
畜
と
し
て
の
牛
に
は
役
牛
、
肉
牛
、

乳
牛
な
ど
が
い
ま
す
。
日
本
で
も
戦
前
は
、

農
耕
や
運
搬
な
ど
に
盛
ん
に
役
牛
が
活
躍

し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
そ
の
よ
う

な
風
景
を
あ
ま
り
見
か
け
る
こ
と
が
な
く

な
り
ま
し
た
。
家
畜
以
外
の
牛
に
は
野
牛
、

水
牛
な
ど
が
い
ま
す
。

牛
が
家
畜
と
し
て
飼
わ
れ
た
の
は
、
新

石
器
時
代
あ
た
り
が
起
源
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
で
も
縄
文
時
代
に
牛
が
飼
わ

れ
て
い
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
牛
車

は
平
安
貴
族
の
乗
り
物
で
今
も
ひ
な
祭
り

の
ひ
な
壇
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
「
牛
」
と
聞
い
て
イ
メ
ー
ジ

す
る
の
は
、
牧
場
の
風
景
に
よ
く
似
合
う
、

白
と
黒
の
乳
牛
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

乳
牛
と
い
え
ば
、
那
須
塩
原
市
は
生
乳

の
産
出
額
が
本
州
で
１
位
（
全
国
で
は
４

位
）
と
、
牛
と
と
て
も
深
く
関
わ
り
の
あ

る
ま
ち
で
す
。
市
内
に
は
約
２
万
頭
の
乳

牛
が
飼
育
さ
れ
て
い
て
、
の
ん
び
り
と
草

を
食
べ
て
い
る
牛
た
ち
を
市
内
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
の
丑
年
は
、
モ
ウ
烈
に
頑
張
る
も

よ
し
、
の
ん
び
り
と
反
芻
し
な
が
ら
過
ご

す
の
も
よ
し
、
角
は
つ
き
合
わ
さ
ず
に
、

仲
良
く
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

① 牛乳を鍋に入れて沸かす。

② 温野菜用の野菜を1口大に切り
ゆでておく。

③ 牛乳の鍋のふちがブツブツして
きたら何回かに分けて酢を入れ
る。

④ 写真ぐらいに固まったら手ぬぐ
いで縫った袋に入れてこす。

⑤ 出来たカッテージチーズとゆで
た野菜を混ぜ合わせ出来上がり。

チーズを作るときに出る水分は捨
てないで
チーズを作るときに出る水分は

英語では「ホエー（whey）」、日本
語では「乳清」といいます。ホエ
ーには、水分、乳糖のほかに可溶
性タンパク質やミネラル、ビタミ
ン類などが含まれています。低脂
肪で栄養価が高いので、さまざま
な料理に工夫して使ってみましょ
う。

材料：4人分
・牛乳…2.5本（1000ｍ�パック）
※低温殺菌の方が作りやすい。
・酢…………………………適量
・サラダ用野菜…お好みで適量

広報なすしおばら No.97（平成21年1月5日） ◇発行・那須塩原市 ◇編集・企画部秘書課 �0287（62）7109 〒325‐8501 那須塩原市共墾社108‐2

う
し

今
年
は
丑
年
で
す

市市
農農
村村
生生
活活
研研
究究
ググ
ルル
ーー
ププ
協協
議議
会会
協協
力力

地地
元元
食食
材材
をを
使使
っっ
てて
楽楽
しし
くく
クク
ッッ
キキ
ンン
ググ

★酢を入れるとき、切るようにして混ぜること。
★固まったチーズをこす時には手ぬぐいが熱くなってるので、
流水をかけながらこすとよい。


